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と擬音表記における語末に現れるオノマトペ標識について

―組合せ方を中心に―

国語学 博士前期課程 年

陳 萍

．はじめに

オノマトペの語末に付加するオノマトペ標識の意味機能が異なることは周知の通りであ

る。またマンガに現れる絵に添えられたオノマトペは、対象となる人物や事物の動作・状

態、登場人物等を取り巻く外界音を言葉で捉え、文字で表現することによって絵の伝わり

の効果を高める機能を担っているとして知られている。本発表では、語末に現れるオノマ

トペ標識の組み合わせ方を分析することにより、マンガの絵に添えられたオノマトペと既

存のオノマトペとの共通点、および相違点について検討する。

．先行研究

ここで、本発表に関わる先行研究について見ていきたい。

、田守・ローレンス などでは、オノマトペ標識とは「促音 ・撥音

・長音 ・「り」・反復」 という 種類のもので、日本語オノマトペの成り立ちの規則

的な体系をなしていると指摘している。例えば、 ごろ を語基の例にとると、「ごろっ・

ごろん・ごろり・ごろごろ」はオノマトペ標識の「促音 ・撥音 ・「り」・反復」によ

って派生されたものと考えられる。

またオノマトペ標識の促音 、撥音 、長音 、「り」、反復について、語末に現れ

るオノマトペ標識はそれぞれ違う意味機能を担っている。例えば、音象徴の視点からオノ

マトペ標識を分析する浜野 は、語末に現れる促音は運動の「収束」を、語末の

「り」は「「ッ」、「ン」と比べて「運動がゆったりとあるいは静かに起こること」を、語

末の撥音は「「余韻のある音」、または、「運動の力が余って、跳ね返りを伴うか、反動を

感じるか、あるいは、それが可能な状態」を、語末の長音は、「撥音の前では、「語末の撥

音で表される運動の反動が持続すること」を、促音の前では「接触があってから、それ以

前と同じ方向に運動が継続すること」を表す、などと指摘している 浜野 ： 。

また、アスペクトの視点から、角岡 では、語末の促音は「表現している様態が短い

こと、あるいは動作が急であること」を、語末の撥音は促音より「動作・様態が相対的に

長い、あるいは持続していること」を、語末の「り」は「動作が完了している」状態を、

語末の長音は「描写している様態が時間的に長く持続している」ことを表わすと指摘され

その中で、「り」は独立の音節として付加されるが、促音・撥音・母音の長音化は独立し
た音節ではなく、一つの拍 モーラ になる。また、「反復」とは語基が繰り返されることで
ある。

 

このように、作中では、「冤魂」が小出しに配置され、それらが日常生活を侵食していき、しま

いには、不特定多数の人物から視覚的・聴覚的にその存在が認識される。そうして、結末で事

件の顛末を語る高僧が現れるまで、物語内の緊張感を高めていく様子が見受けられる。また、

「冤魂」は「死」という段階を踏むことで、物語内の因果関係を俯瞰できる存在となる。重要な情

報を生者に与えることで、その後の展開をも規定し、生者たちの悪事やその浅ましい本性まで

も暴露する。 

加えて、『新累』における「冤魂」には、単純に「うらみをもった死霊」だけではなく、生者による

生霊も含まれていた。本文終盤には、「怨るもの形體心神具足してこの世にあり、憎悪の一念

死霊に勝る」とあり、「生霊」がもつ怪異的な力も示される。様々な「冤魂」の在り様と、それに伴う

怪異現象を物語内に配置したことで、より重層的に恐怖と陰惨さを印象づける構造が作り出さ

れたと言えるだろう。 

５，おわりに 

以上のように、後期読本の主要作者である馬琴の認識に基づき、「冤魂」「冤鬼」の語の概念

を確認し、それらが作品内でどのように機能するのかを考察した。これらの語は、おおむね「怪

異現象を起こす死霊」だと認識されていたが、実際の作品内では、後期読本の第一の特徴で

ある因果応報・勧善懲悪のテーマを効果的に示す役割を担っていた。 

この二語が後期読本において使われるようになった理由としては、読本というジャンルにおい

て、本格的な様式を確立するにあたり、「復讐」という要素が因果応報と勧善懲悪のテーマに繋

げやすかったため、強いうらみと明確な動機をもった怨霊が出てくる構造が必要だったと考えら

れる。「冤魂」「冤鬼」は、そうした作品構造を実現する趣向の一つとして、作者たちから注目さ

れていったのではないだろうか。 

また、本発表の考察においては、従来の近世期の怪談に関する研究から史的な位置づけが

難しかった読本研究史に12、「冤魂」「冤鬼」によって作り出される怪談的な作品が存在するとい

う、新たな観点も提示できた。「冤鬼」「冤魂」への考察から、作者の京伝や馬琴が、後期読本に

怪異的現象を戦略的に取り入れた形跡を追いつつ、今後の研究を進めていきたい。 

 

 
12 これについては、太刀川清『近世怪異小説研究』（笠間書院、一九七九年）、近藤瑞木「怪談物読本

の展開」（『西鶴と浮世草子研究 第二号 特集・怪異』（笠間書院、二〇〇七年）所収）を参照。怪異や

怪談に対する先行研究は、近世前期から中期にかけての、百物語の怪談会や怪異小説、浮世草子、仮

名草子、前期読本に関するものしかない。 
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ここで、この表を見ながら、 と擬音表記の調査結果の共通点、および相違点をま

とめておく。

まず、 における出版サブコーパス・図書館サブコーパス・特定目的サブコーパス

に現れるオノマトペ標識の組み合わせ方について、合計⒓種の中には、 つのサブコーパ

スにともに見られる組み合わせ方として「反復」、「り」、「っ」、「ん」、「ーっ」、「ー」、「ー

ん」、「んっ」、「りん」という 種類が挙げられる。また、単一のオノマトペ標識が現れる

場合の順序は、ともに「反復」が第 位、「り」が第 位、「っ」が第 位、「ん」が第

位である。複数のオノマトペ標識が現れる場合の順序は、ともに「ーっ」が一番多く、次

いで「ーん」、「んっ」である。つまり、 における出版サブコーパス・図書館サブコ

ーパス・特定目的サブコーパスという つのサブコーパスの調査結果は概ね同じような傾

向を示していることが分かる。

それから、 と擬音表記の調査結果を比較すると、 に現れるオノマトペ標識

の組み合わせ方のほか、擬音表記にしか見られない組み合わせ方として「っん」、「っ

ー」、「りー」、「んーっ」、「りんっ」、「ーっん」、「ーりっ」、「っーっ」、「ーっりん」という

種類が見られる。擬音表記において語末に現れるオノマトペ標識の組み合わせ方が多い

ことが分かる。

そして、語末に現れるオノマトペ標識の順位について、単一のオノマトペ標識の場合、

において「反復」が第 位、「り」が第 位、「っ」が第 位、「ん」が第 位であ

る。それに対し、擬音表記においては「反復」が第 位、「っ」が第 位、「ん」が第

位、「ー」が第 位である。また、「り」は、 において第 位であるが、擬音表記に

おいて第 位である。

つまり、擬音表記において語末に現れるオノマトペ標識のなかでは「っ」、「ん」「ー」

の割合が高くなっていることが分かる。その理由は擬音表記としての機能に関わると考え

られる。擬音表記はマンガに描かれた動きの緊張感やスピード、動作の余韻を強調する、

または描写している様態が時間的に長く持続していることを表すなど、表現の効果を高め

るために、語末に「っ」・「ん」・「ー」を数多く使用していることが考えられると思われ

る。

また、複数のオノマトペ標識が現れる場合、 における つのサブコーパスは、と

もに「ーっ」が一番多く、次いで「ーん」、「んっ」である。擬音表記では同じように「ー

っ」が一番多く、次いで「ーん」、「んっ」である。それはオノマトペでは、長音の後に促

音と撥音が付きやすいことに関わると考えられる。

おわりに

本発表では、 と擬音表記におけるオノマトペの語末に現れるオノマトペ標識を分

析することにより、両者の共通点、および相違点について見てきた。明らかにした点は以

下のように示しておく。

ている 角岡 ： 。

調査対象と分析方法

本発表では、マンガの絵に添えられたオノマトペを「擬音表記」と呼び、調査を行っ

た。

また、既存のオノマトペを調査する際に、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」 以下

という を利用して考察を行った。

は、「現代日本語の書き言葉の全体像を把握するために構築したコーパスであり、

現在、日本語について入手可能な唯一の均衡コーパス」 で、「書籍全般、雑誌全般、新

聞、白書、ブログ、 ネット掲示板、教科書、法律などのジャンルにまたがって１億

万語のデータを格納して」いて、出版物から抽出した「出版 生産実態 サブコーパス」、

公共図書館の収蔵図書から抽出した「図書館 流通実態 サブコーパス」、その他インター

ネット上のテキストや国会会議録などから抽出した「特定目的サブコーパス」という性質

の異なる つのサブコーパスで構築されている。性質の異なるサブコーパスから齎した影

響を考え、サブコーパスにそれぞれ該当する用例についての調査を行った。

調査結果

と擬音表記に現れるオノマトペ標識の組み合わせ方を表 に示しておく。

表 と擬音表記に現れるオノマトペ標識の組み合わせ方

※ と擬音表記にともに現れるオノマトペ標識の組み合わせ方に網掛けを付した。

の公式ホームページ：
ここで順位は、異なり語数で現れた組み合わせ方の数の順序である。

順位／サブコーパス 出版サブコーパス 図書館サブコーパス 特定目的サブコーパス 擬音表記

1位 反復 反復 反復 っ

2位 り り り 反復

3位 っ っ っ ん

4位 ん ん ん ー

5位 ーっ ーっ ーっ ーっ

6位 ー ーん ーん ーん

7位 ーん ー ー んっ

8位 んっ んっ んっ り

9位 りん りっ りん りっ

10位 りっ りん ーり ーんっ

11位 × ーんっ ーんっ りん

12位 × × × っん

13位 × × × っー

14位 × × × ーりっ

15位 × × × ーっん

16位 × × × ーっりん

17位 × × × んーっ

18位 × × × りんっ

19位 × × × りー

20位 × × × っーっ
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養育者と子どもの会話における「てもらう」の使用と言語社会化 

 
日本語学 博士前期課程 2年 

乾 友紀 
 

はじめに 

日本語は恩恵の授受に敏感な言語であり、授受表現による恩恵の明示は日本語らしい表

現にとって重要な役割を演じているとされる1。従来、授受表現は、構文的特徴や方言の観

点から研究がなされ、親子の会話や子どもの発話、「言語社会化（language socialization）
2」という観点については着目されてこなかった。では、日本語を獲得する過程にある子ど

もは、どのように授受表現を使用し、また、その使用を通してどのように日本社会の規

範・文化的価値観を理解・再生産していくのだろうか。近年、「てあげる」について、親

子の発話に着目した研究が見られ、養育者の発話では、聞き手（兄/姉）に何らかの行為を

するよう指示をする「行為指示」3が多いこと、言語社会化と関わりのあることが指摘され

ている4。「てあげる」・「てもらう」は恩恵の意を含む点で共通するが、異なる方向を示す

ことができる。本発表は、家庭内の「てもらう」使用について、主に間接的行為指示（命

令形などを使用せず、間接的に指示する）としての実践を示し、日本語を獲得する過程に

ある子どもの言語社会化の観点から、年長者は年少者を支援するものであるという人間関

係における規範が伝えられていることを明らかにする。 

 

1．調査方法 

関西在住の 4組の養育者と子ども（3歳~6歳の兄/姉、弟/妹）を対象とし、2020年 8月

~2021年 3月に、各家庭で月に 1回約 1時間のビデオ撮影を 6回行い（計 24時間）、家庭

内の「てあげる」「てもらう」「てくれる」使用に着目した。本発表では、主語が行為の受

け手となる「てもらう」に焦点を当てることで、間接的行為指示の実践を明らかにする。 

 

2．分析方法 

本発表では、会話分析の手法を用いて言語行動及び非言語行動（視線や身体の向きな

 
1 庵功雄（2001）『新しい日本語学入門ことばのしくみを考える』東京:スリーエーネットワーク 
2 Ochs, E. & Schieffelin, B. B. (1984). Language acquisition and socialization: Three developmental 

stories and their implications Culture theory: essays on mind, self, and emotion. Cambridge: 
Cambridge University Press. pp.277-320. 

3 熊取谷哲夫（1995）「発話行為から見た依頼表現-発話行為から談話活動へ-」『日本語学』14-
11, pp.12-21, 明治書院 

4 遠藤智子（2015）「 構文の使用と社会的規範 -家庭内相互行為における『てあげる』構文を例に

⁻」『日本認知言語学会論文集』15: 171-182 

における出版サブコーパス・図書館サブコーパス・特定目的サブコーパスの調査

結果は概ね同じような傾向を示していることが分かる。また、擬音表記はマンガに描かれ

た動きの緊張感やスピード、動作の余韻を強調する、または描写している様態が時間的に

長く持続していることを表すなど、表現の効果を高めるために、語末に「っ」・「ん」・

「ー」を数多く使用していることが考えられると思われる。

複数のオノマトペ標識が現れる場合、 における つのサブコーパスは、ともに

「ーっ」が一番多く、次いで「ーん」、「んっ」である。擬音表記では同じように「ーっ」

が一番多く、次いで「ーん」、「んっ」である。それはオノマトペでは、長音の後に促音と

撥音が付きやすいことに関わると考えられる。これはオノマトペでは、オノマトペ標識の

長音は、語末の撥音の前の母音、及び語末の促音の前の母音に限られることに関わると考

えられる。

今回の調査で、 を利用して、オノマトペ標識を通して擬音表記と既存のオノマト

ペの共通点、および相違点ついて見てきた。しかしマンガという特殊なサンプルに限られ

るので、小説、現代詩などについても同様な調査が望まれると考えられる。
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